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ぷ旗
轍ひ
広場

稲
荷
古
墳
群
は
姿
川
の
西
側
に

あ
た
る
台
地
の
上
に
あ
り
ま
す
。

前
方
後
円
墳
が
一
基
、
円
墳
が
三

基
で
す
。
そ
の
中
で
も
前
方
後
円

墳
が
一
番
大
き
く
、
全
長
約
三
十

五
材
で
後
円
部
の
高
さ
は
二
・
五

材
も
あ
り
ま
す
。
円
墳
は
直
径
十

材
前
後
、
高
さ
一
材
ほ
ど
で
す
。

地
元
で
は
愛
護
会
を
つ
く
り
、

近
く
の
遺
跡
の
広
場
と
同
時
に
、

下
草
刈
り
を
定
期
的
に
行
う
な
ど

保
存
に
熱
心
で
す
。

私
が
結
婚
し
た
こ
ろ
は
、
炭
や

キ
ノ
コ
の
ほ
だ
木
を
作
る
た
め
に
、

植
林
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
炭

も
使
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
木

を
切
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
は
史
跡
と
し
て
大
切
に
し

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
（
昭

和
6
0
年
3
月
2
0
日
、
市
指
定
史

跡
）
。

稲荷古墳群

上欠町佐藤貞三さん
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鹿沼インター通り

細圓
▲石室の石


